
今日のみことば

□ ４月15日（日） サムエル記下 10章

ハヌンの、ダビデの家来たちにたいするひどい仕打ちが、戦

争を引き起こしました。しかし疑いもなく近隣諸国は、イスラ

エルの偉大な王を恐れた。

□ ４月16日（月） サムエル記下 11章

ダビデのような信仰深い人が、どうしてこのような罪を犯し

たのか。しかしどんな人でも、主の助けがなければ、もろくも

失敗をするのです。

□ ４月17日（火） サムエル記下 12章

神は預言者ナタンをダビテのもとに遣わし、一つの譬話を語

らせられた。するどい神の言葉はダビデの心を刺し貫き、ダビ

デは罪を告白し、神はその砕けた魂を顧みて下さいました。

□ ４月18日（水） サムエル記下 13章

王として彼が犯した罪は、彼の一族と国に多くの悪い模範と

して、問題を次々に起こさせた。一家の家長たる者の責任の重

大さを覚えさせられる。

□ ４月19日（木） サムエル記下 14章

ダビデはその息子たちを上手くしつけることができず、彼ら

は、利己的で反抗的な者になった。ダビデの子たちへの甘さが

アブシャロムの反乱を招いたと言える。

□ ４月20日（金） サムエル記下 15章

ダビデは後継者としてアブシャロムではなくソロモンを選ん

だ。アブシャロムは計略を巡らし、ダビデへの反乱を起こした

ダビデはエルサレムを去ることとなる。

□ ４月21日（土） サムエル記下 16章

ダビデの悲境は、正直な人々の善と、悪い心の人々の悪を、

はっきりとさせました。ツイバとシムイは自分の利益のみを求

めてダビデを陥れた。

テレビのコマーシャルで気にな

ろ ば No.1863 るものを見ました。母子の会話で

２０１８年 ４月１５日 母親が「風ってわかる」と子に聞

日本ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ 立川ｷﾘｽﾄ教会 くと、「木の葉が揺れているとき

牧師 大川 博之 風が吹いているのがわかる。こう

して走っていると頬をなでる優し

い風を感じる」と言う会話が、な

ペテロ一1:3 ぜか私の心にしみました。そして

わたしたちの主イエス・キ イエスのニコデモへの言葉を思い

リストの父である神が、ほ 出しました。イエスが「だれでも

めたたえられますように。 新しく生まれなければ、神の国を

神は豊かな憐れみにより、 見ることはできない」と言われ、

わたしたちを新たに生まれ ニコデモは「人は年をとってから

させ、死者の中からのイエ 生まれることが、どうしてできる

ス・キリスト復活によって のですか」と問い直すのにイエス

生き生きとした希望を与え は「だれでも、水と霊とから生ま

られた。 れなければ、神の国にはいること

はできない」と言われ、「風は思

いのままに吹く」と語りだされた

出来事を(ﾖﾊﾈ3:1-8)思い起させて

いただきました。私たちは信仰に生きていることをしっかりと

心に留めさせいただくのでした。

イエス復活後、弟子たちがいただいた大いなる力は、今日の

私たちもしっかりと聞き取らせていただきますが、ペテロが私

たちに語る言葉に、私は聞き耳を立てさせていただいています

死人のよみがえりは、常識的な出来事ではありませんが、神さ

まは確実に、私たちの罪の贖いのために十字架に死なれたイエ

スを、死から復活させられました。ペテロは「あなた方は、キ

リストを死者の中から復活させて栄光をお与えになった神を、

キリストによって信じています。従って、あなた方の信仰と希



望とは神にかかっているのです」(ﾍﾟﾃﾛ一1:21)というのです。

彼はイエスの裁きの庭で、大声で明確にイエスを知らないと否

定したものです。またイエスがご自身のよみがえりについて語

られてきた言葉を、聞き流してきた人物の一人でもあります。

そのイエスが復活されて、目の前に立たれたお姿を見て、どれ

ほど驚愕したであろうかと想像をしています。そしてしっかり

と復活信仰に立つものとされたかを知ることでした。

「神の豊かな憐れみにより、わたしたちを新しく生まれさせ

死者の中からイエス・キリストの復活によって、生き生きとし

て希望が与えられた」(ﾍﾟﾃﾛ一1:3) と言う彼は、もはや恐るべ

きいかなるものも彼にはありませんでした。大胆にキリストに

あって生きることでした。私はこのペテロの告白を聞きとらせ

ていただくことは、パウロのものとは基本的に違うものだと聞

きとるのでした。ペテロは迫害をじかに知っていました。打ち

たたかれ、投獄され、しばしば脅かされていました。仲間のク

リスチャンが死に、教会が離散することを目の当たりに見てき

ました。そうゆうわけで、信仰のために散り散りになっている

教会に、慰めと希望を与え、キリストに忠実であり続けるよう

に、再三にわたって勧めるのでした。そのペテロの確信こそ私

は、私たちがしっかりと確保していなければならないことだと

思っているのです。「キリストを死者の中から復活させて栄光

をお与えになった神を、キリストのよって信じています」との

ペテロの確信です。

次週の聖書・説教 ヨハネ3:1-16 新しく生まれる

《 聖書の学び・祈祷会 》

コリント一 7:17-24 召されたことに目を向けて

パウロがここで扱っている問題は、結婚についての事柄です

が、そのことに留まらないで、キリストに従う者としての私た

ちの生き方について、基本的に私たちが大事にしなければなら

ないものが何であるかを告げます。私たちはよく、あるがまま

の自分を、と言います。私たちにとって最も大事にしなければ

ならないのは、この召されたときの私を大事にするということ

です。

パウロは「おのおの主から分け与えられた分に応じ、それぞ

れ神に召されたときの身分のままで歩みなさい」と言います。

神さまが私たちに与えてくださるものは、私たちにとって最良

のものを与えて下さるのであって、しっかり与えられた賜物を

用いることは心得ていなければならない第一のことです。


